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●
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
と
し
て

　

島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学
校
（
以
下
、
隠
岐
水
産
高
校
）
が
あ
る

隠
岐
諸
島
は
、
島
根
県
松
江
市
の
北
方
、
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
日
本
海
に
浮
か
ぶ
、
有
人
四
島
と
大
小
一
八
〇
の
無
人
島
か
ら
な

り
ま
す
。
寒
暖
流
入
り
交
じ
り
、
豊
富
な
水
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
日

本
海
有
数
の
漁
場
を
周
囲
に
有
し
、
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
も
認
定
さ
れ
た
豊
か
な
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
持
つ
同
諸
島
の
、

も
っ
と
も
大
き
な
円
形
の
島
で
あ
る
島ど
う

後ご

（
全
域
が
一
つ
の
行
政
区
域

で
あ
る
隠
岐
の
島
町
）
に
本
校
は
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
島
に
お
い
て
は
、
過
去
、
現
在
、
そ

し
て
未
来
永
劫
、
漁
業
が
主
産
業
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
全
国
に

は
四
六
校
の
水
産
・
海
洋
系
の
単
独
高
校
あ
る
い
は
水
産
・
海
洋
系

の
学
科
を
併
設
し
た
高
校
が
あ
り
ま
す
が
、
島
根
県
に
は
単
独
高
校

が
二
校
（
本
校
と
浜
田
水
産
高
校
）
あ
り
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
で
は

現
在
、
今
後
の
県
立
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
水
産
高
校
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
水
産
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
一
年
七
月
に
先
ん
じ
て
そ
の
方
向
性
が
三
つ
の

柱
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
水
産
高
校
を
水
産
県
し
ま
ね
の
資
源
（
宝
）
と
位
置
づ
け
る

②
全
国
か
ら
生
徒
の
集
ま
る
水
産
高
校
に

③
水
産
高
校
と
水
産
業
・
水
産
行
政
と
の
連
携
強
化

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
少
子
高
齢
化
と
若
年
人
材
流
出
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
離
島
に
存
在
す
る
水
産
の
専
門
高
校
で
あ

る
本
校
は
、「
生
徒
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
未
来
の
た
め
に
水
産

を
教
え
る
」
学
校
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
魅
力
化
を
図
り
、
地
域
定

生
徒
・
地
域
・
未
来
の
た
め
の

水
産
専
門
高
校

島
根
県
立
隠
岐
水
産
高
等
学
校  

校
長　

池
田 

速
人

島ど
う

後ご
（
島
根
県
隠
岐
の
島
町
）
─
隠
岐
水
産
高
等
学
校

境港

米子

七類

出雲

島後
隠岐諸島

20km

島後：隠岐諸島の中でもっとも大きな
島。かつては沖ノ島と呼ばれていた。
平成16年に4町村が合併して隠岐の
島町が誕生した。面積241.58km2、周
囲211km。人口14,493人（平成28年７
月現在）。全域が国立公園に指定され
ている。

◦専門科高校◦
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住
の
使
命
と
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
全
国
六
二
中
学
校
か
ら
の
入
学
生

　

隠
岐
水
産
高
校
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
隠
岐
の
島
一
一

カ
町
村
立
隠
岐
商
船
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
本
年
で
一
一
〇
周
年

を
迎
え
る
古
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
水
産
の
専
門
高
校
で
す
。
①
真

理
と
正
義
を
愛
せ
よ
、
②
勤
労
と
責
任
を
重
ん
ぜ
よ
、
③
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
鍛
え
よ
、
の
校
訓（
目
指
す
べ
き
生
徒
像
）の
も
と
、「
専

門
的
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
海
運
・
水
産
業
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
分
野
の
現
場
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
明

治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
幾
多
の
変
遷
を
経
て
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
入
り
、
平
成
一
五
年
に
海
洋
シ
ス
テ
ム
科
（
海
洋
テ
ク
ノ
コ
ー
ス
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
コ
ー
ス
）
と
海
洋
生
産
科
（
食
品
生
産
コ
ー
ス
・
資
源
生
産
コ

ー
ス
）
の
二
学
科
四
コ
ー
ス
に
学
科
を
再
編
成
し
、
一
学
年
定
員

八
〇
名
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
洋
シ
ス
テ
ム
科
を
卒
業
の
後
、
上
級
海
技
士
免
許
の
取

得
を
目
的
と
し
て
、
修
業
年
限
二
年
の
専
攻
科
課
程
（
漁
業
・
機
関
、

定
員
一
〇
名
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
本
科
と
専
攻
科
あ
わ

せ
て
全
校
生
徒
数
は
一
六
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
寄
宿
舎
を
平
成
一
四
年
に
改
築
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

同
二
五
年
の
増
築
に
よ
り
、
収
容
定
員
は
七
六
名
（
男
子
七
〇
名
、
女

子
六
名
）
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
入
寮
者
数
は
五
九
名
（
男
子
五
五
名
、

女
子
四
名
）
で
す
。
こ
の
う
ち
県
外
か
ら
は
広
島
か
ら
関
東
ま
で

四
五
名
で
、
県
内
を
あ
わ
せ
る
と
じ
つ
に
六
二
校
の
中
学
校
か
ら
生

徒
が
本
校
に
入
学
し
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

島
外
生
徒
の
増
加
に
合
わ
せ
、
よ
り
一
層
学
校
の
魅
力
化
を
図
る

た
め
、
平
成
二
八
年
度
よ
り
隠
岐
の
島
町
か
ら
「
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

水に浮かぶ隠岐水産高校。
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免
許
、
海
技
士
資
格
取
得
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
挙
げ

る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●「
生
き
る
力
」
を
育
む
水
産
教
育

　

水
産
教
育
は
、
海
・
船
・
水
産
物
を
題
材
と
し
、
つ
ね
に
自
然
と

対
峙
す
る
教
育
で
す
。
生
命
・
安
全
・
安
心
に
直
結
し
た
実
践
教
育

は
、
ま
さ
に
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
教
育
は
隠
岐
水
産
高
校
の
脈
々
と
続
く

伝
統
的
な
学
校
行
事
や

実
験
実
習
の
中
に
も
あ

り
ま
す
。

　

伝
統
的
な
学
校
行
事

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
毎
年
七
月
、
一
年

生
全
員
を
学
校
に
宿
泊

さ
せ
、
カ
ッ
タ
ー
漕
艇

（
全
長
約
九
メ
ー
ト
ル
の
ボ

ー
ト
を
一
二
本
の
オ
ー
ル

で
漕
ぐ
）・
徒
手
訓
練
・

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
救
急

蘇
生
・
溺
者
救
助
な
ど

を
体
験
す
る
海
洋
訓
練

で
す
。
大
き
な
壁
を
設

ネ
ー
タ
ー
」
の
配
置
を
受
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
や
生
徒
募
集

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
学
校
見
学
の
旅
費
の
一
部
や

寮
費
補
助
、
部
活
遠
征
旅
費
や
研
修
旅
行
補
助
な
ど
就
学
の
た
め
の

環
境
整
備
も
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
島
根
県
内
の
離
島
・
中
山
間
地
の
高
校
で
は
、「
し

ま
ね
留
学
」
と
し
て
県
外
か
ら
の
生
徒
募
集
を
積
極
的
に
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
隠
岐
水
産
高
校
へ
の
県
外
か
ら
の
入
学
は
、
す
で
に

二
十
数
年
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
水
産
を
学
び
た
い
と
い
う

目
的
を
持
た
な
い
入
学
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
県
外
か
ら
の
生
徒
募
集
」
を
す
る
他
の
学
校
と
歩
調

を
合
わ
せ
、「
推
薦
選
抜
」
の
導
入
と
「
選
抜
基
準
」
を
明
確
に
し

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
目
的
意
識
・
学
習
意
欲
の
高
い
生
徒
が
入

学
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
年
次
か
ら
の
進
学
補
習
も
導
入
し
、
国
公

立
も
含
め
て
水
産
系
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
実
績
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
校
の
寄
宿
舎
が
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
十
分

な
学
習
時
間
を
確
保
で
き
る
好
環
境
に
あ
り
、
常
時
二
名
の
教
員
が

交
代
で
舎
監
と
し
て
寝
食
を
と
も
に
し
、
自
習
時
間
以
外
も
細
や
か

に
対
応
で
き
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
集
団

生
活
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
が
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
こ
と

は
、
寄
宿
舎
生
の
取
得
す
る
資
格
の
数
の
多
さ
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
の
存
在
は
、
当
然
の
結
果
と
し
て
自
宅
通
学
生
に
も
好
影
響

を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
り
、
学
校
全
体
が
「
学
び
の
集
団
」
へ
と
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
や
、
水
産
高
校
の
う
ち
各
種
検
定
資
格
や

心身ともに逞しく鍛える海洋訓練。
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定
し
、
苦
し
い
こ
と
、

嫌
な
こ
と
、
一
人
で

は
取
り
組
め
な
い
こ

と
に
集
団
で
取
り
組

み
、
乗
り
越
え
る
集

団
訓
練
で
、
も
ち
ろ

ん
教
職
員
も
全
員
宿

泊
し
、
食
事
も
学
校

で
準
備
し
ま
す
。
四

日
間
で
の
カ
ッ
タ
ー

漕
艇
距
離
は
一
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も

お
よ
び
ま
す
。
か
つ

て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

水
産
高
校
で
こ
の
よ

う
な
集
団
宿
泊
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
も
続
い
て
い

る
の
は
本
校
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
徴
的
な
実
習
と
し
て
は
、
海
洋
シ
ス
テ
ム
科
の
二
年
生
に
よ
る

三
カ
月
の
乗
船
実
習
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
大
型
水
産
練
習

船
「
神し
ん

海か
い

丸ま
る

」（
六
九
九
ト
ン
）
で
東
南
太
平
洋
で
の
マ
グ
ロ
延
縄
漁

業
実
習
を
経
験
し
ま
す
。
船
と
い
う
閉
鎖
的
な
空
間
で
の
三
カ
月
の

船
内
生
活
を
通
し
て
、
実
習
生
は
皆
、
個
々
に
大
き
く
成
長
し
て
帰

っ
て
き
ま
す
。

　

海
洋
生
産
科
で
は
主
に
サ
バ
な
ど
の
缶
詰
や
新
巻
き
ザ
ケ
を
中
心

と
す
る
実
習
製
品
の
製
造
、
厳
冬
期
の
養
殖
カ
キ
の
出
荷
実
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
サ
バ
の
缶
詰
（
味
付
・
水
煮
）
は
本
校
の
ダ
ン
ト

ツ
人
気
商
品
で
あ
り
、
年
間
そ
れ
ぞ
れ
二
万
缶
以
上
を
製
造
し
て
い

ま
す
が
、
い
つ
も
品
薄
の
状
況
で
す
。
ま
た
、
新
巻
き
ザ
ケ
も
毎
年

三
五
〇
〇
本
を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
注
文
受
付
一
時
間
で
完
売
す

る
状
況
で
す
。
養
殖
カ
キ
の
出
荷
作
業
は
厳
冬
期
の
実
習
作
業
で
す

が
、
サ
ケ
同
様
に
注
文
が
捌
き
き
れ
ま
せ
ん
。
同
科
の
入
学
生
は
、

こ
こ
数
年
定
員
を
大
き
く
下
回
り
一
五
名
足
ら
ず
で
す
が
、
す
べ
て

の
製
品
で
以
前
と
変
わ
ら
な
い
出
荷
量
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
本
校

生
徒
の
能
力
の
高
さ
と
成
長
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
地
域
貢
献
に
向
け
た
多
方
面
に
わ
た
る
連
携

　

生
徒
の
日
頃
の
学
習
内
容
や
研
究
成
果
を
広
く
公
開
す
る
と
と
も

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
島
内
中
学
生

は
も
と
よ
り
行
政
、
地
元
商
工
会
や
事
業
所
、
地
域
住
民
を
招
い
て

課
題
研
究
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
海
洋
環
境
の
保
全
か
ら
地

域
水
産
物
を
利
用
し
た
新
商
品
の
提
案
、
水
産
物
の
加
工
・
養
殖
方

法
の
改
良
な
ど
、
水
産
高
校
な
ら
で
は
の
海
・
船
・
水
産
物
を
題
材

に
し
た
地
域
へ
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
年
々
、
聴
講
者
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
三
カ
年
、
文
部
科
学
省
・
水
産

庁
の
「
水
産
業
の
担
い
手
育
成
事
業
」
指
定
研
究
事
業
に
取
り
組
み

島根県水産練習船「神海丸」。マグロ延縄漁業実習のため「いざ太平
洋へ」。
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校
の
卒
業
者
数
は
年
約
一
一
〇
人
）
に
ま
で
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
あ
る
中
学
校
四
校
か
ら
の
隠
岐
水
産
高
校
へ
の
入
学
者
割
合

は
こ
の
二
十
数
年
来
二
割
程
度
を
推
移
し
、
二
十
数
名
の
入
学
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
卒
業
後
に
島
外
の
高
校
へ
進
学
す

る
生
徒
の
割
合
も
約
二
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
隠
岐
水

産
高
校
か
ら
二
十
名
弱
の
卒
業
生
が
島
内
企
業
な
ど
に
就
職
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
二
九
年
三
月
の
卒
業
生
は
、
内
航
船
や
海
洋
関
連

産
業
を
中
心
に
島
外
へ
の
就
職
者
が
増
加
し
、
島
内
就
職
者
は
わ
ず

か
四
名
と
い
う
状
況
で
す
。
一
方
で
、
島
内
の
求
人
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
島
内
就
職
者
を
増
や
し
、
若
年
人
口
の
流
失
を
食
い
止
め

る
こ
と
は
、
島
の
将
来
を
考
え
る
上
で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
①
町
内
中
学
校
か
ら
の
隠
岐
水
産
高
校
へ
の
入
学
者
数

を
三
割
強
に
す
る
、
②
県
外
か
ら
隠
岐
水
産
高
校
へ
入
学
し
た
生
徒

の
地
域
定
住
を
図
る
、
な
ど
の
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
隠
岐
水
産

高
校
の
強
み
を
よ
り
一
層
磨
き
、
生
徒
た
ち

の
活
躍
に
よ
る
学
校
の
活
性
化
や
魅
力
化
を

通
し
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
、
離
島

に
存
在
す
る
水
産
の
専
門
高
校
」
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
使
命
と
役
割
を
担
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

■

ま
し
た
。
同
事
業
が
契
機

と
な
り
「
巻
き
網
漁
業
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」「
島

内
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」「
沿
岸
域
の
藻
場
増

殖
に
関
す
る
研
究
」「
レ

ン
ジ
ペ
レ
ッ
ト
漂
着
調

査
」
な
ど
、
環
境
省
・
島

根
県
農
林
水
産
部
・
島
根

県
教
育
委
員
会
と
連
携
し

た
継
続
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
二
八
年
七
月
に
は
、地
道
に
課
題
研
究
で
取
り
組
ん
で
き
た「
え

ご
ま
鯖
缶
」
の
製
造
技
術
が
「
青
魚
の
加
工
食
品
、
容
器
入
り
食
品

お
よ
び
そ
の
製
造
方
法
」
で
特
許
庁
よ
り
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
水
産
高
校
で
は
全
国
で
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

　

ま
た
、
漁
船
の
大
型
化
に
対
応
す
べ
く
、
地
元
巻
き
網
漁
業
従
事

者
を
対
象
と
し
た
免
許
取
得
講
習
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

隠
岐
水
産
高
校
の
教
育
資
源
を
現
役
の
漁
業
従
事
者
へ
も
還
元
さ
せ

る
新
た
な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
水
産
高
校
で
あ
る
た
め
に

　

隠
岐
の
島
町
の
人
口
は
、
約
一
万
四
〇
〇
〇
人
（
島
内
の
中
学
校
四

池田速人 （いけだ はやと）

昭和34年生まれ。島根県隠岐
の島町出身。大学卒業後、隠岐
水産高校で教諭・教頭として
勤務。浜田水産高校校長を経
て、平成27年4月より現職。専
門教科は水産。

製法特許を取得した「えごま鯖缶」。県央にある川本町
産の無農薬エゴマの実を利用。




